
医療技術の進歩等を背景として、例えば、酸素吸入や人工呼吸器の管理等の特定行為以外の
医行為が必要な児童生徒等の在籍が、学校において増加している。
学校において、こうした高度な医療的ケアに対応するため、医師と連携した校内支援体制の

構築や、医療的ケア実施マニュアル等の作成など、医療的ケア実施体制の充実を図る。

学校における医療的ケア実施体制構築事業
平成30年度予算額５９百万円（平成２９年度予算額 ４５百万円）

◆委託先：都道府県・指定都市教育委員会・市町村教育委員会 ◆委託箇所：１６地域

学校における高度な医療的ケア等に対応した校内支援体制充実事業（対象校：公立特別支援学校及び小・中学校等）

医師
（指導医）

検証のための連携協力者
（指導医・主治医・近隣医療機関・保健所・消防署等・保護者）

○ 医療的ケアに精通した医師を指導医として委嘱
し、校内支援体制の充実を図る。
・学校巡回指導
・校内医療的ケア運営委員会での助言
・医療的ケアに関する相談に対する助言等

○ 人工呼吸器の管理等が必要な医療的ケア児にお
ける、学校の施設・整備面や学校が設置されてい
る地域の状況等を踏まえた受け入れ体制に応じて、
指導医・医療機関・医師会・看護協会・医療系大
学等と連携の下、体制の構築を図る。

○ 検証を踏まえ、教育委員会・医療的ケア運営協
議会において、高度な医療的ケア等に対応するた
めの医療的ケア実施マニュアル等を作成。
教育委員会として学校の医療的ケア実施体制の

構築を図る。

巡回指導

助言

(例)近隣に病院がない学校における人工呼吸器の管理等
が必要な医療的ケア児の受入れ体制の検証
＜緊急時の対応（近隣医療機関との連携体制構築）等＞
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実施マニュ
アル等作成
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協力・助言 検証の報告課題の提案


